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謹

帽

晴

樹
脚
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側
一
時
唯
一
じ
一
地
万
附
加
税
の
禁
止
規
定

敢
事
的
経
済
串
・
・
・
・
・
・
・
文
事
一
博
士

園
際
債
格
の
理
論
・
・
・
・
・
-
文
問
中
博
士
高
田

組

謝

申

凋

日
本
ぬ
海
上
保
険
の
起
原
費
達
議

雑

惜

錦

疎

世

界

の

食

糧

問

題

・

-

空

間

事

士

定
期
飛
行
機
の
職
能
・
師
向
済
問
中
士

女

給

税

に

就

て

・

・

・

・

経

済

事

士

関
際
移
民
統
計
・
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計
命
日
階
級
の
交
替
性

疾
病
統
計
瞥
見
・
目

近
著
外
関
経
済
雑
誌
主
要
論
題

法
事
博
士

結
済
皐
士

鰹
持
品
市
士

法

泉

博

士
禁

輔

鵡

米神

田戸
庄
大正

ul) t，、住

保

烏

千

生

凱

三

郎

八

木

芳

之

助

山

口

信

男

羽

根

盛

一

金

持

一

郎

徒

田

熊

雄

吋
部
町
予
ム
日

r
r
E
F
1
J
1
4
3
π
に

、

川

d

l
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l
-
-
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園

際

移

民

統

計金

持

良R

従
来
我
閣
に
於
て
植
民
に
闘
す
る
著
作
の
刊
行
さ
れ
た
る
も

の
少
く
な
い
。
併
し
乍
ら
移
民
に
関
し
て
は
纏
り
た

越
作
の

河
行
さ
る
与
も
の
近
時
殆
ん

E
跡
hr-
断
つ
の
有
様
P
あ
る
。
潤

よ
り
圏
家
営
問
の
現
官
的
必
嬰
よ
り
し
て
然
る
事
と
は
忠
ふ
が

併
し
移
民
の
重
要
友
る
決
し
て
斯
の
如
く
不
問
に
附
す
可
か
ら

ざ
る
も
の
が
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
従
来
移
民
が
問
題
と
さ
る
L

場
合
は
人
口
問
題
の
艶
策
と
し
て
で
あ
り
、
此
の
場
合
移
民
に

封
す
る
考
察
は
通
常
我
園
浪
人
口
数
と
の
割
合
に
於
て
見
ら

れ
、
又
は
多
少
立
入
り
て
出
生
人
口
一
致
と
の
割
合
に
於
て
取
扱

は
れ
、
然
る
限
り
に
於
て
殆
ん
ど
営
然
な
る
決
諭
と
し
て
移
民

は
何
等
人
口
問
題
の
解
決
へ
の
殻
果
を
持
た
・
?
と
の
判
断
に
導

か
る
L

を
通
例
'
と
す
る
も
、
共
は
極
め
て
通
俗
的
な
る
見
方
で

あ
り
、
等
ろ
移
民
は
失
業
人
口
数
と
の
比
に
於
て
見
ら
る
べ
き

第
三
十
血
管

豆

七

第

号車

-
O
七

本表:&.V'本稿の資料にして註詑せざるものは各府県高憶の回答書を主と L各府

県黒白府牒続賦課規則及び府際合決議録に蹴る。
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雑

録

園
際
移
民
統
計

で
あ
る
。
如
何
に
多
数
の
出
生
あ
る
も
仮
に
失
業
人
口
な
き
場

合
あ
り
と
す
る
な
ら
ば
、
移
民
は
人
口
問
題
(
そ
れ
自
身
が
既

に
費
生
し
な
い
か
も
知
れ
ぬ
が
)
に
闘
す
る
限
り
何
の
意
義
を

も
持
た
-
な
い
で
あ
ら
号
。
更
に
移
民
の
重
要
な
る
は
直
接
に
人

口
問
題
の
封
策
と
し
て
の
意
義
の
み
に
止
ら
・
な
い
。
移
民
は
園

内
人
口
の
幸
福
な
る
消
滅
を
以
て
見
ら
る
べ
き
で
は
無
く
、
共

は
第
一
に
移
民
の
返
金
を
以
て
第
ご
に
資
本
の
投
下
を
以
で
見

ら
る
べ
き
で
あ
る
。
移
民
の
送
金
は
殊
に
我
園
の
如
き
貿
易
外

牧
入
に
依
頼
す
る
園
に
於
て
妓
果
を
持
ち
、
然
ら
ざ
る
場
合
主

雌
も
圏
内
に
失
業
人
口
の
存
復
す
る
時
は
其
の
意
義
は
輯
少
で

た
い
(
此
の
事
は
ヨ

F
精
細
な
る
究
明
と
叙
述
乞
必
要
と
す

る
。
暫
く
之
を
措
く
。
〉
資
本
投
下
は
海
外
移
住
に
必
然
的
に
随

伴
す
る
現
品
端
で
あ
り
、
共
は
曾
て
言
は
れ
し
如
く
資
本
の
消
滅

を
意
味
せ
や
し
て
新
た
る
利
潤
の
愛
生
を
意
味
す
る
。
共
が
特

に
軍
要
た
る
意
義
を
持
つ
は
圏
内
に
遊
資
の
存
在
す
る
場
合
で

あ
る
。
斯
〈
て
移
民
の
重
要
注
る
は
、
何
等
か
の
利
盆
追
及
の

目
的
を
仮
定
す
る
限
り
多
畳
間
を
用
ひ
や
し
て
明
か
で
あ
る
。
然

る
に
我
闘
に
於
け
る
移
民
研
究
の
不
充
分
た
る
、

未
だ
満
足
す

第
三
十
巻

第

競

一O
入

五

八

べ
き
移
民
統
計
を
だ
に
有
せ
ざ
る
の
有
様
で
あ
る
。
此
の
時
に

於
て
最
近
〈
一
九
二
九
年
五
月
)
米
図
に
於
て
褒
引
け
さ
れ
た
る
園

際
移
民
統
計
(
円
ロ
Z
E
E
-。
E
H
F
E問
E
E
P
〈
。
ご
印
Z
Z
E
E〕は

吾
人
今
後
の
研
究
に
釘
し
て
少
か
ら
ざ
る
意
義
を
有
し
、

世
界

に
於
て
も
亦
此
種
の
統
計
書
の
欠
如
せ
る
今
日
之
が
興
へ
る
で

あ
ら
う
渇
の
貢
献
は
蓋
し
頗
る
犬
・
な
る
も
の
が
有
る
で
あ
ら

ぅ
。
今
左
に
共
の
編
纂
の
経
過
l
L
内
存
の
梗
概
を
詑
し
併
廿
て

草
簡
な
る
意
見
を
附
加
す
る
事
と
す
る
。

本
書
成
立
の
経
過
を
見
る
に
序
言

(
p
m
P
2
)
に
記
さ
れ
た

る
如
く
初
め
合
衆
園
の
祉
曾
科
事
調
査
委
員
合
合

Z
E
m江田

。ロ
no

同

2
2
E
r
の
c
zロ
の
=
。
『
M
H

は
闘
際
移
民

(リ。目見
Z
O〉

(
-
ロ
可
ヨ
己

E
z
-
-
r
p
m
g
gロ
)
に
関
す
る
統
計
的
研
究
の
計
剖
を

可
決
し
共
の
編
成
を
園
立
経
済
調
査
局
(
宮
色
。
E
H
H
W
C苫
E

。『

‘ノ~
r、

ク 2
ス g

f専 言

実戸
口 2
円。

戸
d 司

~ ~ト

8 t亡
と5委
に託
止t し
のた
調。

査同
を局
組1は

主夏
織1に
しλ ウ

管7イ
νJレ

現iョ

せ
ん
こ
と
を
求
め
た
。
同
博
士
は
図
際
的
協
力
の
賛
助
を
得
て

此
の
計
劃
を
進
む
べ
く
瑞
西
ジ
ュ
ネ
ヴ
ア
に
赴
き
此
庭
に
園
際



同
胃
働
局
(
円
三
q
E
Z
。
E
-
F
Z
5
0
2
9
)
の
援
助
を
得
る
事
が

出
来
た
。
閣
際
勢
働
局
は
そ
の
中
の
移
民
郡
山
(
p
p
m
E
H
c
z
m
m
n
a

門戸。ロ)

に
依
て
現
今
移
民
統
計
を
進
歩
さ
す
べ
き
重
要
な
る
開

拓
者
の
仕
事
を
既
に
成
し
遂
げ
て
居
た
。
平
和
僚
約
の
認
む
る

廃
に
依
て
、
務
働
局
は
移
民
統
計
に
欄
興
せ
る
諸
園
の
官
臨
と

直
接
の
且
又
精
一
脚
的
の
関
係
を
抗
に
打
立
て
h

居
り
、

又
速
か

に
打
立
つ
べ
き
地
位
に
在
っ
た
。
斯
く
て
同
局
は
戦
前
に
迄
遡

り
て
此
の
調
査
を
匙
む
可
く
極
め
て
好
都
合
の
地
位
に
在
っ
た

わ
け
で
あ
る
。
認
に
於
て
園
立
経
済
調
査
局
は
必
要
た
る
資
金

(
三
高
法
)
の
提
供
を
申
込
み
、
共
の
同
意
を
得
る
事
に
依
て
園

際
努
働
局
に
本
書
の
編
纂
を
委
託
し
た
。
図
際
勢
働
局
は
フ
ラ

ン
ジ
博
士
(
口
問
』
・

3
B
Rと
を
し
て
直
接
の
責
任
者
と
し
て

本
書
編
纂
の
任
に
営
ら
し
め
た
。
形
式
上
斯
く
し
て
成
立
せ
し

本
書
は
夫
故
に
フ
ラ
ン
ジ
博
士
の
著
で
あ
り
殊
に
緒
論
及
註
に

於
て
然
る
の
で
あ
っ
て
、

ウ
イ
ル
コ
ヴ
タ
ス
博
士
は
草
友
る
助

善
一
問
者
で
あ
り
出
版
者
で
あ
り
図
立
絞
済
調
査
局
と
図
際
努
働
局

と
を
連
絡
す
る
一
の
代
現
人
に
過
ぎ
た
い
の
で
あ
る
。

今
本
書
の
構
成
を
見
る
に
、
勿
論
本
警
は
表
題
の
一
示
す
通
り

雑

録

困
際
移
民
統
計

一
の
統
計
書
な
る
が
故
に
共
の
主
た
る
部
分
は
統
計
を
以
て
充

さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
而
も
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
博
士
が
序

言
に
言
へ
る
如
〈
共
は
皐
な
る
統
計
書
た
る
に
止
ま
ら
や
統
計

に
依
る
庭
の
貰
説
的
研
究
で
あ
り
、

且
一
の
移
民
史
で
も
あ

る
。
共
は
三
部
分
に
分
売
れ
る
。

第
一
の
部
分
は
緒
論
で
あ

り
、
第
二
の
部
分
は
(
本
書
に
於
亡
は

Ez--
と
さ
れ
て
居

る
)
十
九
世
紀
及
二
十
世
紀
に
於
け
る
無
産
者
の
犬
山
荘
移
動
に

開
ず
る
史
的
概
翻
で
あ
り
、
第
一
一
一
の
部
分
は
(
本
書
に
於
て
は

ヨ
ユ
ロ
・
)
移
民
統
計
表
で
る
る
。
第
二
U

部
分
は
支
間
働
K
分

た
れ
る
の

(
日
間
巴
可
O品
z
n
=
。
ロ
-
N

。。ロOHmw-

】ロHhoιロ円=。ロ円。

F
o
Z
E
5
p
h
L
 叶
ω一t-oω・U-

0
2
d
o
口
己
目
ロ
可
。
円
四
z
n
神
戸
。
口
問
。

円

}Mmω

HPTU同
Hdmwz。zmw-Hお
F-mω・h干

-pz-。白PHη=。ロ問。門FO
州
向

HmuH一。】己np-

印

Z
2
0可
)

第
一
節
は
本
書
成
立
に
至
る
迄
の
経
過
・
資
料
の
蒐

集
仕
上
げ
・
活
動
の
欺
態
・
統
計
的
方
法
の
訟
明
等
が
詳
細
に
記

越
さ
れ
て
居
る
。
共
に
依
れ
ば
、
閤
際
努
働
局
は
既
に
一
九

二
年
の
図
際
努
働
命
い
議
(
回
口
百
E
E
E
E
ご
い
『
Q

戸
百
円
い
0
2
F
E
M
E

。
同
H
U
N
N
)
の
勧
告
に
従
て
移
民
統
計
編
成
の
方
法
に
関
す
る
報

骨
量
百
(
・
a
Z
E
F
O
【
甘
え
の
。
E日出
-
E
同
印
E
Z
E
2
0『
何
百
回
開

E
t
o
ロ

第
三
十
巻

五一一一丸

第

競

一O九



雑

録

関
際
移
民
統
計

M
H
E
Z
-
E
ロ己吋『旦一
Q

ロ
¥
-
。
2
M
O
d
p
H甲
N
N
)

及
び
人
口
移
動
忙
関

ず
る
最
初
の
年
報
(
=
三
国
間

z
z
g
F
A
。
〈
内
口
JFο
ロ
戸
川
ご

同
市
出

N
Q
l
N
M
-
=

(
U
のコ
AM〈
h
f

を
護
表
し
て
居
た
。
従
て
園
経
済
調
査
局

同

U
N
M
)

の
申
込
は
由
民
に
図
際
移
民
統
計
の
名
に
値
す
る
も
の
に
向
っ
て

一
歩
を
進
な
る
の
機
曾
を
奥
へ
た
の
で
あ
る
。
図
際
勢
働
局
長

ア
ル
ベ
ー
ル
・
ト

1
7
氏
(
〉
一
Z
Z
H
4
7
2
5
C
は
図
際
同
労
働
機

開(回目見。
E
P
A
-
。
出
向
こ
』
σ。
E

。
『
包
E
E
z
c
ロ
)
の
理
事
合
(
の
2
0
?

2
3
m
-
h
o《
ざ
に
釘
し
て
閤
立
経
済
調
査
局
の
提
議
を
求
訪
せ
ん

事
を
勧
誘
し
芦
(
一
九
二
五
三

0
・
閃
)
。
此
の
申
出
は
理
事
合

に
依
て
採
用
せ
ら
れ
周
年
九
月
中
旬
(
上
の
二
つ
の
日
附
の
何

れ
か
一
か
恐
く
誤
り
で
あ
ら
う
〉

フ
ラ
ン
ジ
博
士
が
此
の
仕
事

に
任
命
さ
れ
、
直
に
最
初
の
計
劃
に
取
掛
っ
た
ふ
」
記
さ
れ
て
居

る。
斯
く
て
安
料
の
蒐
集
は
開
始
さ
れ
た
。
探
ら
れ
た
る
蒐
集
の

方
法
は
失
の
如
く
で
あ
る
。

て
図
際
勢
働
局
と
加
盟
閣
と
の
問
の
通
信

額1
-統
=言十
シ局
及
他
の

趨
首
な
る

構
成
者
及
専
門
家
〆、

の
ア

依3

線
路
殴
殺
義
務
組
制
本
Y
S
Aぬポグヨ

第
三
十
巻

五
四

O

第

競

O 

ア
ル
キ
伊
宮
内
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ス

三
、
欧
測
の
指
摘
時
的
支
庫
及
国
書
館
に
於
け
る
調
査

四

此
の
著
作
の
出
版
者
(
ウ
博
士
)
及
び
園
際
拙
労
働
局
の
ワ

シ
ン
ト
ン
に
於
け
る
代
表
者
遠
の
霊
力
。
(
句
・
志
)

図
際
傍
働
局
は
設
立
後
年
向
若
き
魚
、
初
期
の
書
及
び
図
際

移
民
に
闘
す
る
数
字
を
提
供
す
ペ
注
記
録
を
有
し
左
か
っ
た
が

故
に
加
国
園
に
砲
扶
を
出
ず
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
加
盟
閣
は

心
よ
り
の
受
諾
を
奥
へ
究
が
而
も
肉
、
必
M
1
・と
J
d
w
O
L
例
外
的

友
資
料
は
誹
へ
向
き
に
利
用
さ
る
べ
き
も
の
無
く

叉
容
易
に

得
ら
る
可
く
も
無
か
っ
た
。
た
め
に
著
者
は
一
九
二
五
年
十
月

ロ
1
7
に
於
け
る
図
際
統
計
調
査
所

(
円
ロ
【

0
2
M
P
昨日。一
dmw]
印同

E
Z
a

-nmw-
間
口
耳
目
門
戸
』
門
市
川
)

の
合
議
に
臨
ん
だ
。
此
臓
で
此
の
調
査
を
論

議
し
、

此
庭
で
多
数
の
統
計
局
及
び
移
民
局
の
官
吏
に
合
ひ
助

力
を
乞
う
た
。
此
の
接
燭
は
直
接
の
通
信
へ
の
橋
渡
し
と
成
つ

た
。
必
要
注
る
統
計
書
は
快
く
貸
し
輿
へ
ら
れ
、

際
史
的
諸
表

は
最
犬
の
注
意
を
以
て
作
成
さ
れ
た
。
斯
く
て
十
分
な
る
準
備

の
成
れ
る
後
筆
者
は
八
回
の
挟
行
を
左
し
そ
の
資
料
を
検
討
す

べ
〈
次
の
如
き
文
庫
及
聞
書
館
を
僚
訪
し
て
居
る
。

h
も
言
札
、
ミ
~
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雑

録

国
際
移
民
統
計

γ}包
『
耳
目
仏
巾
}
命
市
吋
川
戸
内
戸
。
ロ
記
子
何
回
・
F
・
。
円
四
百
回
目
白
押
-
。
ロ
・

が
資
料

の
提
供
内
容
の
検
討
に
至
大
な
る
助
力
を
奥
へ
た
る
旨
が
詑
さ

れ
て
居
る
。
而
し
て
著
者
は
移
民
の
如
き
図
際
的
現
象
は
あ
ら

ゆ
る
鈷

ち
一
(
移
)
出
図
・
通
過
閣
・
(
移
)
入
園
に
就
て
検
討
し
て

始
め
て
完
全
な
る
結
果
を
期
待
し
得
べ
き
が
故
に
、
時
間
る
統
計

書
の
編
纂
に
嘗
つ
で
も
あ
ら
ゆ
る
関
係
閣
民
の
連
帯
観
念
に
評

ふ
る
の
必
要
が
あ
る
と
叫
ん
で
居
る
。

斯
く
し
て
資
料
の
蒐
集
を
偽
ず
聞
に
従
来
閥
み
ら
れ
ざ
り
し

重
要
な
る
資
料
・
消
失
し
居
た
り
し
又
は
未
愛
刊
の
資
料
・
更
に

又
従
来
愛
表
さ
れ
た
る
如
何
な
る
資
料
よ
り
も
正
確
た
る
資
料

等
の
新
な
る
裂
見
に
依
て
本
書
は
一
居
の
意
義
を
持
つ
に
至
つ

て
居
る
。
併
し
乍
ら
共
等
の
も
の
に
し
て
本
書
所
定
の
犬
さ
及

ぴ
所
定
の
年
代
(
十
九
世
紀

l
二
十
世
紀
)
等
の
た
め
に
惜
し
く

も
記
録
さ
れ
守
し
て
終
り
し
も
の
有
る
事
を
著
者
は
報
じ
て
居

る。
次
は
資
料
の
仕
上
げ

2
z
Z
E
t
c
-】

。
『
日
三
え
g
p
F
)
で
あ

る
。
資
料
は
之
を
二
つ
に
仕
上
げ
た
止
著
者
は
言
ふ
o

後
の
部

分
は
狭
義
の
官
躍
統
計
に
依
て
主
と
し
て
十
九
世
紀
に
於
け
る

第
三
十
巻

五
回

第

貌

図
際
移
民
統
計
を
作
成
し
、
前
の
部
分
は
同
一
の
材
料
を
説
明

的
形
式
に
依
て
岡
崎
史
的
詰
様
を
附
し
て
掲
げ
ゃ
う
と
す
る
も
の

ので
t長あ
操る
と。

た而
れし
るて

を104此
，-ス~)

令[士
-'"ンげ.x 
ん R
は r

行?玄
I改う迄

下 Jこ

の:著
ゲ"'<'1"

宮3ほ
際培
或請
は計

海
外
旋
行
統
制
に
閲
す
る
法
令
の
如
き
を
迄
も
研
究
し
た
。
従

て
草
な
る
統
計
の
蒐
集
の
如
く
に
見
ゆ
る
後
の
部
分
に
於
て
き

へ
も
次
の
如
き
方
向
に
沿
ふ
努
力
が
扮
は
れ
て
居
る
o

一
、
諸
闘
に
於
て
利
用
し
得
ら
る
L

限
り
の
累
年
の
統
計
表

を
護
見
す
る
事
、

二
、
経
つ
か
の
比
較
可
能
の
統
計
の
出
庭
が
在
る
時
は
何
の

統
計
表
が
最
も
利
用
さ
る
可
き
か
を
見
出
し
旦
之
等
に
欠

け
た
る
部
分
あ
る
時
は
補
充
の
源
を
愛
見
す
る
事
、

二
.
同
一
の
事
象
に
閲
す
る
綿
て
の
統
計
を
褒
見
し
さ
う
し

て
共
の
比
較
的
の
償
値
を
鷲
見
す
る
事
、

四
、
各
閣
の
統
計
が
其
に
基
い
て
編
成
さ
れ
て
居
る
鹿
の
相

異
る
立
法
的
及
技
術
的
義
礎
を
接
見
す
る
事
、

l
l種
々

の
期
間
に
於
け
る
其
等
の
債
値
を
評
量
せ
ん
が
篤
め
に

(
-
y
a出
}



而
し
て
著
者
は
一
言
ふ
「
最
大
の
困
難
は
統
計
表
作
成
の
某
礎

'
と
し
て
採
ら
れ
た
る
定
義
主
統
計
方
法
と
を
官
廃
刊
行
物
に
依

て
決
定
す
る
事
で
あ
っ
た
」
「
官
醸
の
報
告
に
は
多
数
の
矛
盾
が

有
っ
た
」
と
。
之
等
幾
多
の
困
難
を
吏
服
し
表
の
作
成
を
打
切

'
り
し
は
一
九
二
七
年
二
月
一
五
日
。
斯
く
て
集
成
せ
ら
れ
し
表

+
J
G
2
u
f
h
』、門川一一一、

l
t
4
T一一
-n-Jnvh

一

之
を
大
陸
別
に
分
つ
な
ら
ば
酒
米
利
加
一
五

(
じ
、

欧
洲
二
八
六

七
一
二
で
あ
り
、

プ'¥ :ill! 
の細
長司 1:2: 
~~ j日:
I;t {; 

ポ、

正k;大

治;)1芋

的ヂm
~[&丘

i102豆11
ス弗

に利
:& カ日

ん
で
居
る
。
之
に
閣
際
比
較
表

(
Z古門口町
FEE--
、」4

与
一
日
)
三
四

八
表
を
加
ふ
れ
ば
計
九
九
一
表
。
更
に
一
六
個
の
園
表
を
添
ふ

ぉ
。
官
に
彪
犬
伝
る
統
計
書
と
一
=
口
ふ
可
き
で
あ
ら
う
。

扱
之
等
の
統
計
表
は
主
要
な
る
二
部
分
に
印
ち

Z
己
己
一
五
]

3
-
L
2
(
閣
別
表
)
と

H
E
2
2己
5
5
-

止
に
分
れ
具

叶
と
Loω

犬
部
分
は
先
に
言
へ
る
如
く
本
書
構
成
の
第
一
一
一
の
部
分
陀
置
か

れ
て
居
る
o

今
此
の
統
計
表
に
就
て
回
帰
る
時
は

Z
竺

E
E
-
-
E

古
田
に
於
て
は
資
料
の
種
類
よ
り
し
て

E
m
E
2
2
2己
E
5も

2
2
2
R
5
5
5
3
E宮
ユ

m
E
E
5・
可

g
z
z
o
a
s
t
E
Z
等

に
分
れ
、
共
蛇
一
寸
は
又
移
住
者
の
自
然
的
及
一
位
合
的
性
格
に
従
て

雑

E最

闘
際
移
民
統
計

Z
E
E
E
E
V
J
E
R
Z
F
お
0

・。

R
る
さ

oコ
等
の
諸
表
に
分
た

れ
る
。
年
次
の
早
き
は
一
八
二

O
年
に
始
ま
り
最
後
は
一
様
に

一
九
二
川
年
に
怒
る
。
各
園
毎
に
編
輯
し
各
図
別
に
共
の
統
計

表
内
出
庭
を
記
し
必
要
な
る
注
意
を
加
へ
で
あ
る
。
特
に
注
意

を
要
す
る
計
故
に
封
し
て
は
各
因
別
の
最
終
に
註
を
加
へ
て
参

昭
一
の
便
b
t
血
(
ふ
。
用
意
の
周
到
な
る
b
L
多
と
せ
ね
ば
紅
ら
向
。

之
に
封
し
】
戸

M
E
E
t
E己
吋
与
}2
同
次
の
目
的
を
以
て
縞

n~ 
(b) (a) さ

る閤日 月倒れ
知際瞭際た
識移 2主的る
の民る 比 も
蒐統 H央 較 の
集計像をで
ののをiIDあ

方興じ。
成法ふて。
長とひ諸
と 定事図
展こ義 、 に

目レの 於
フド、 け

を及 る
i明ぴ 持手
か移'1.:7a，. 

1::.忌阻L
ら民Z 月三
しにす の
む閥 波
るす の

( c) 
展す事
をベ
容て
易の
な図
らに
し於
むけ
るる
事一

t:1i 
な
る
統
計
方
法
の
勝
列記
区〉

軍基

(
}
】

a
u
y
N
)

此
の
目
的
よ
り
し
て
明
か
な
る
如
く
基
本
的
な
る
も
の
は

z--

EDhd-
吋
ω

一一ν
一2

で
あ
り

P
百
円
目
、
『

は
之
よ
り
誘
導
さ
れ
た

る
副
次
的
た
る
表
で
あ
る
主
見
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
此
表
に

第
三
十
巻

五
四
三

第

就

一一= 



雑

闘
際
移
民
統
計

録

於
て
は
移
民
を
目
。
言
。

mgsa
な
八
個
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類

せ
ら
れ
て
居
る
。
邸
ち

( 
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守
口
一
コ
四
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四
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ロ
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向
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t
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コ
神
戸
-
命
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p-一命ロ
ω
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向
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ロ
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山
口
日
、
】
「
・

( 。、
) 

内

O
A
r何
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円
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。40円
山

0
2小山

、

口
出
削
M

M

G
剛
山
-

E
ロ
H
g
o
z
m品
目

HUE-
。『

mH・

を向
算木
出表
ずは
る絶
。封

た主主
r の
此み
のな
パら
1 や
セ殆
ンど
テ交
イ互
ヂに
は ノζ

各 l
関セ
のン
移3テ
上tライ

数iヂ

を
一

0
0・
と
し
た
る
共
に
限
る
。
多
数
の
註
が
附
せ
ら
れ
て
居

る
と
・
と
Z
E
一03ω-4mwtFω
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
が
各
表
に

亘
り
て
共
の
統
計
の
出
塩
を
記
す
事
は
徒
に
煩
雑
を
招
〈
の
倶

あ
る
を
以
て
之
を
除
き

zmN{目
。
ロ
包

叶

pr-
。ω
の
共
に
譲
っ
て

居
る
。

古1

あ畏
る後
o 

Ii: 
無無
産産
若者
ω の
移大
佐 量
は‘移
移手住

ィ :p
民5去
のき
主 E
た E
る自

部;
分宅
を g
占」乙

F 、
臼ヨ

) 

第
三
十
巻

五
四
四

第

号車

一
一
四

む
る
。
従
て
又
本
書
の
記
述
部
分
の
力
結
は
此
庭
に
置
か
れ
て

居
る
。
内
容
を
こ
に
分
つ
。
(
第
一
)
日
ロ
門
町
内
口
O
ロ
円
一
口
仰
回
目
白
】

。ロ戸
T

開
z
t
o
D
R
E
E一
ロ
四
円
。

E
Z
C
S
H
E
P
Z
E
E
-
(第
一
一
〕
吉
開

E
Z
I

。
F
E
R
E
E
E
m
g
E
件
。
E
E
Z
E
r
z昨日目

5
此
第
二
の
も
の

は
更
に
之
を
二
つ
K
分
つ
。

ロ
円
。
円
門
。
ロ
門
戸
ロ
巾
ロ
岬
両
日

国

MO〈
O目

( 

同

) 

は
大
陸
H司
;f多
.l'e 
tこ
闘
で「
<0 

I混
雑
1;' 

る
=lfi. 
手突丘h
tどの

筒 23
1邑ここ
なの
る(I ) 

叙の
手直音E
1と ま士

MU空戸市
ω
(
N
)
A
H
Oロ
ロ
ロ

02Hm品
目
比
四

ztoFM

以
て
表
現
し
手
際
よ
く
掴
め
ら
れ
た
る
統
計
表
と
国
表
と
が
拐

げ
ら
れ
で
居
り
段
越
の

同
ロ
【
巾
円
ロ
白

z
c
p
m戸
-
、
円
・

の
不
十
分
な
る
を

補
ふ
に
是
る
で
あ
ら
う
。
第
一
は
各
閣
に
就
て
無
産
者
移
動
の

欣
況
を
隠
史
的
に
考
察
し
あ
り
世
界
人
口
の
図
際
的
移
動
も
之

に
依
て
概
観
し
得
る
で
あ
ら
う
。
場
ぐ
る
庭
の
図
十
七
、
我
闘

に
釣
し
で
も
ホ
七
頁
を
割
き
て
日
本
移
民
の
巌
史
的
愛
展
と
共

性
質
の
概
要
を
記
述
す
る
。
好
箇
な
る
賓
謹
的
史
的
研
究
と
言

ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

以
上
に
依
て
私
は
犬
儒
筆
者
の
全
国
の
輪
廓
を
第
し
得
た
か

と
思
ふ
。
依
て
若
干
の
希
望
と
意
見
主
を
表
明
す
る
事
と
す

帽橋脚"



る
0> 

計
表
の
作先
成づ
に移
は民
定の
義定
を義
重で
要あ
腕る
す。

る定
。義

f皮は
は手
移~~え
民予で
tぁ

t亡7.>
開。
し統

一、
出
来
得
る
限
り
麗
き
定
義
を
採
る
事
と
し
た
、

即
ち
一
関
よ
り

他
図
へ
性
居
を
炉
、
へ
る
る
ら
ゆ
る
人
々
を
含
む
の
み
な
ら
や
仮

令
到
着
地
が
植
民
地
で
あ
る
と
す
る
も
一
年
以
上
共
庭
に
定
住

す
る
の
目
的
を
以
て
一
の
大
陸
よ
り
他
の
大
陸
へ
共
の
位
居
を

療
へ
る
あ
ら
ゆ
る
人
々
を
移
民
・
と
し
た
(
ヲ
ロ
)
。
此
の
定
誌
は

先
づ
次
の
如
き
結
に
於
て
欠
陥
を
持
つ
、
例
へ
ば
益
縄
へ
の
或

は
凄
湾
よ
り
の
内
地
人
の
移
民
は
一
の
↓
へ
陸
よ
り
他
の
犬
陸
へ

の
移
民
に
非
ざ
る
が
故
に
上

r
定
義
よ
り
す
れ
ば
正
に
手
却
す

べ
き
で
あ
る
。

的

wzι

何』口一間門戸=。ロ

而
も
之
を

H
E
E
M
m
E
E
Gロ

。
『
』
宅
E
2
0
一
口
吉
戸
口
白
骨
。
E
F
E
E
-
e
・
ヱ
。
)
l
|
但
し

自
己
閃
ア
民

1
5
E
町

O
E
5
2
は
暫
く
措
く
1
ー
と
し
て
採
録
せ
る

が
如
き
矛
盾
を
生
や
る
o

些
細
な
る
不
注
意
の
結
果
と
し
て
の

や表
否次現
やのの
で問不
あ題備
るはよ
。移三 り

移?民?雪
民乙を と
f斯思

~ <ふ
言霊 O

移 tr
佐毎
にす
閲る
し 事
ての
は安
通営
常 tJ.
ーる

華量

量ま

国
際
移
民
統
計

園
家
の
領
土
よ
り
他
闘
家
の
領
土
へ
の
住
居
の
聴
移
を
指
す
も

の
止
せ
ら
れ
、
移
住
者
(
叉
は
移
民
)
は
斯
る
住
居
の
轄
移
を
行

ふ
庭
の
人
を
指
す
も
の
と
さ
れ
て
居
る
や
う
で

b
る。

ラ

0/ 

チ、

ケ
プ
ナ

1
等
の
如
き
は
之
に
属
す
と
見
ら
れ
、

共
他
明
瞭

に
表
現
せ
ざ
る
も
間
接
に
同
様
な
る
著
者
の
見
解
を
推
知
せ
し

む
る
も
の
が
有
り

一
般
に
之
を
以
て
泡
訟
と
見
ら
る
L
ゃ
う

で
あ
る
o
今
仮
に
閣
家
皐
大
開
府
警
に
一
不
さ
れ
た
る
見
解
を
以
て

優
れ
た
る
立
味
K
於
け
る
通
訟
と
見
る
な
ら
ば

共
廃
に
は
弐

の
如
く
記
さ
れ
て
居
る
。

こ
同

E
のゆ問何ロ
E円

N
N
Z
白
日
日
刊
ロ
切
nETHHHOロ
4
F

司
印
刷
丘

qFEm-
ι
目。

巴

n
r
r
H
p
o
p包
F
L
O円】
u
c
-
E
R
r
E
H
O
E
E。ロ

E
P
2
円
L
W

ロ白
2

2--N一o
F
7
5
2
Z
E
E
m
E
ロロ百円

h
E哩
ミ
ミ
号
室
内
品
位
ω
〈
m
T

Z
E
E
日
目

2
2
E
Z向
。

E
E
o
p
c
E
E
n
F
E
E
Z
E
E宏
司
ロ

ロ百品
2
1
N
C】釦
ωωO
ロ・

.

.

.
2

(
Z山
口
弘
宅
唱

日

S
邑
ω唱
E

}

0. . 

品
円
。

〉
戸
田
ニ
出
品
・
ロ
-u-
合
)Il--
同
E
Z
E
2
2ロ
同
士
(
印

E
-
E

m
E
S阿
)
に
就
で
も
見
解
は
同
様

苔
園
に
於
て
は
山
本
博
士
を
始
め
、

松
岡
、

稲
田
、
大

泉

控

浅
見
、

山
内
(
正
瞭
)
氏
等
は
遁
訟
を
採
っ
て
居
ら
る
与
が

第一ニ
+
t
t

五
四
五

第
三
時
都

一
一
五



雑

関
際
同
民
統
計

録

矢
内
原
教
授
は
此
の
遇
訟
に
反
し
移
民
主
植
民
と
の
聞
に
本
質

的
医
別
を
否
定
せ
ら
る
お
(
植
民
及
植
民
政
策
八
頁
)
。
私
自
身

は
修
氏
と
植
民
主
の
医
別
に
閲
す
る
泊
訟
に
多
少
の
不
充
分
さ

を
認
め
る
も
の
で
あ
る
が
而
も
移
民
主
植
民
と
の
間
に
本
質
的

j t?ョ匝
ぞ1] 日リ

と:ょを
はく ;tV;，
;~; t巴め
が保ざ
人 4ぜる
口る ~tt
(. ) も よ
1多のり
}幼主も
な考 i並
示へ設
す る は
限。;斯
り私る
3克は届土
家持1舎
の 'B?v 上見

7B 1=;:1 ~象
態民3の
にと『本
ti'!: 植二民一
て ーを

は
何
等
の
義
具
一
似
た
い
'
と
閉
山
ふ
。
而
も
之
を
閤
家
の
一
立
場
よ
り

見
る
時
は
共
本
質
に
於
て
全
〈
異
る
。

一
は
植
民
的
で
あ
り
他

は
非
植
民
的
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
一
一
一
ロ
ふ
虚
の
植
民
的
と
は
何
ぞ
。

私
は
之
た
以
て
一
の
特
殊
な
る
形
態
に
於
け
る
利
益
取
得
と
見

る
。
此
の
事
は
併
し
乍
ら
更
に
精
細
た
る
究
明
を
必
要
と
す
る

が
故
に
暫
く
之
を
他
の
機
舎
に
譲
る
。
と
ま
れ
私
は
移
民
主
植

民
主
の
閑
に
本
質
的
差
異
を
認
め
る
。
共
は
便
宜
に
基
く
概
念

る様
。成

今上

穆5の
γI渇

ロ L閣

Z3で
は

斯
泣

く
〈

見
しる 由子

宮市主
諺=史

手自"J
位Z事
者ト賓

2 の
百万三

正E
閣で
よあ

り
他
闘
に
住
居
を
移
す
者
で
た
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。
然
る
に
本
菩

に
於
て
は
母
図
よ
り
楠
民
地
へ
の
移
性
芳
創
ち
植
民
者
(
の
。
亨

目

。
、J

t雪
之十
を巻

移 ξ

ロラ五
J--¥"， ;，-四

と目穴
u、
ふ。
共
の

王里
由
と
し
て

筆
者

第

競

一
一
六

は
「
三
世
紀
聞
に
於
け
る
欧
洲
よ
り
の
多
数
の
移
(
出
)
民
が

初
め
奴
隷
と
し
て
の
亜
弗
利
加
よ
り
の
移
(
出
)

M

刊
に
依
て
、
後

に
は
豆
弗
利
加
・
恩
納
豆
・
ポ
リ
ネ
シ
ア
よ
り
の
牛
自
由
移
民

(目

E'g-55ミ
2
U
)
及
び
契
約
移
民
つ

z
g
z
z
ι
2ゲ)に

依
て
く
い
止
め
ら
れ
た
る
が
故
に
、
之
等
移
民
の
流
れ
を
も
考

慮
に
入
る
L
こ
左
右
命
ぜ
ら
れ
た
、
犬
故
に
一
五
々
」
と
言
っ
て

居
る
。
理
由
連
K
浦
田
酬
で
あ
る
。
此
の
阿
者
忙
直
別
を
興
ヘ
チ

し
て
同
様
に
取
扱
ふ
と
ル
」
よ
り
し
て
本
書
の
債
他
が
多
少
殺
が

れ
は
し
危
い
か
。
此
賠
に
於
で
本
書
は
誤
解
を
避
け
ん
と
せ
ば

移
民
統
計
'
三
一
口
は
ん
よ
り
は
寧
ろ
人
口
移
動
統
計
と
言
ふ
の
勝

れ
る
を
忠
は
し
め
一
る
。
た
ピ
本
書
に
於
て
は
植
民
地
へ
の
叉
は

植
民
地
よ
り
の
移
住
は
之
を
他
岡
家
へ
の
又
は
他
闘
家
よ
り
の

移
住
と
犬
鰻
に
於
て
表
を
別
っ
て
取
扱
っ
て
居
る
が
故
に
必
要

な
る
移
民
統
計
を
得
る
た
め
の
困
難
は
少
か
ら
う
と
思
ふ
。

倫
大
陸
闘
の
移
民
が
現
在
の
研
究
に
取
っ
て
は
共
の
前
景
を

占
む
る
も
の
で
あ
る
が
、
而
も
同
一
犬
陸
内
の
移
民
も
亦
看
過

す
る
を
符
宇
と
左
し
之
を
大
陸
間
移
民
主
同
容
重
要
な
る
項
目



し
と
て
取
扱
へ
る
は
五
し
き
見
方
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
共
は
同

一
大
陸
内
に
於
け
ゐ
現
象
な
る
が
故
に
重
要
な
る
に
非
守
し
て

夫
々
特
異
た
る
性
格
を
具
へ
た
る
閣
と
閣
と
の
問
に
行
は
る
L

が
故
に
重
要
・
な
る
所
以
・
な
る
事
も
之
を
銘
記
し
-
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
叉
本
書
の
初
め
の
企
聞
は
闘
際
移
民
(
円
三
E
E
C
C
5
7
J一)の

み
を
取
扱
ふ
筈
で
あ
っ
た
が

フ
ラ
ン
ス
人
の
ア
ル
ゼ
リ
ア
移

{t 

日
シ
ア
人
の
ヶ
ペ
リ
ア
移
住
は
閥
際
的
移
民
に
非
ざ
る
も

大
陸
間
移
民
で
あ
り
而
し
て
共
は
英
人
の
カ
ナ
ダ
移
住
及
び
オ

-
ス
ト
ラ
リ
ア
移
住
と
相
似
た
る

T
E
-
a
c
E
)
が
故
に
記
録

の
得
ら
る
よ
眠
り
は
犬
陸
間
移
民
を
閣
家
間
移
民
と
同
様
包
含

せ
し
む
る
に
決
し
た

k
言
っ
て
居
る
。
著
者
の
意
見
は
必
や
し

も
明
瞭
で
な
い
が
、
文
意
よ
り
し
て
英
人
の
カ
ナ
グ
移
住
及
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
移
住
は
閣
際
的
移
民
と
琴
へ
ら
れ
て
居
る
や
う
一

で
あ
る
。
然
る
限
り
共
は
(
斯
く
解
す
る
限
り
に
於
て
は
)
倒
人

の
ア
ル
ゼ
リ
ア
移
住
、
露
人
の
シ
ベ
リ
ア
移
住
と
は
本
質
的
に

異
る
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
相
似
た
る
に
非
や
し

τ相

似
ざ
る
、
比
織
的
に
言
は
ピ
寧
ろ

Z
E。]。
m
E
5
な
る
も
の
ー
と

雑

録

闘
際
移
民
統
計

し
て
取
扱
は
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

二
、
編
越
の
順
序
に
多
少
の
京
一
改
を
行
ふ
な
ら
ば
更
に
完
全

な
る
も
の
と
成
る
で
あ
ら
う
。
即
ち
大
鰐
に
於
て
著
者
の
方
針

を
襲
踏
す
る
た
ら
ば
先
づ
本
書
編
成
の
経
過
報
告
に
闘
す
る
部

分
と
彼
の
所
詩
註
解
的
部
分

|
l記
述
的
部
分
主
純
統
計
の
部

分
と
の
三
部
を
明
瞭
に
直
別
す
る
か
、
然
ら
ヂ
ん
ば
統
計
の
部

分
を
全
く
記
述
的
部
分
の
中
に
挿
入
す
る
を
可
在
す
る
で
あ
ら

ぅ
。
晴
し
て
鴻
観
的
考
察
よ
り
個
別
的
考
察
へ
と
進
む
な
ら
ば

先
づ
門
口
百
円
E
Z
E
E
-
Eえ
に
依
る
移
民
を
錠
越
し
次
に

Z 
午

=cE-M泣き
5
2
に
依
る
移
民
の
絞
速
を
な
す
可
き
で
あ
ら

ぅ
。
本
書
に
於
て
は
此
の
順
序
が
轄
倒
さ
れ
て
居
る
。
後
の
統

計
表
の
配
置
よ
り
見
て
之
は
再
び
轄
倒
さ
る
L

を
要
す
る
。

三、

t
z
z
E己
E
E
-
-
F
E
E
-
-
ル」

=
Z己
5
5
-
同

amwF-2=
と

の
直
別
も
此
統
計
表
よ
り
見
る
時
は
論
理
的
理
由
極
め
て
薄
弱

で
あ
る
0

・4
Z空
E門

HOE---
の
意
味
に
謝
す
る
理
解
の
不
充
分

さ
や
思
は
し
め
る
。

J
E
2
2
E
E
E
z
-
-唱
に
闘
し
で
も
然
り
。

著
者
に
よ
る
時
は
共
は
ご
大
陸
と
他
大
陸
聞
の
」
な
る
意
味
を

持
た
や
「
一
図
と
他
大
陸
闘
の
」
た
る
意
味
を
持
つ
に
過
ぎ
泊
。

第
=
一
+
巻

第
三
続

七

査
四
七



雑

録

間
際
移
民
統
計

而
も
共
の
場
合
の
一
闘
は
そ
の
麗
す
る
犬
陸
を
代
表
す
る
も
の

で
は
な
い
。

問
、
田
県
の

吉
2
2
Z
E
2
z
-
な
移
民
の
統
計
は
な
い
。
之

を
著
者
は
不
必
要
な
り
と
見
し
ゃ
。
不
可
能
た
り
し
得
た
り

b
l
o
r
h
恥
九
羽
吋
-
ト
4

旬、ノ、

ベ
ー
才
k
司
対
宝

ι
又
は
資
料
蒐
集
の
可
能
た
る
限
り
に
於
け

る
工
へ
陸
よ
り
他
大
陸
へ
の
、
或
は
農
業
圏
よ
り
商
工
弐
圏
へ

の
。
又
は
原
始
生
産
的
地
域
よ
り
近
代
生
産
地
域
へ
の
人
口
移

動
に
閲
す
る
統
計
の
作
成
も
亦
少
か
ら
ざ
る
意
義
を
持
っ
と
考

へ
る
。五

、
著
者
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
分
離
せ
し
'
後
も
、
従
前
の

国
ユ
同
町

r
百
回
岡
山
。
E
の
統
計
を
形
式
上
積
績
せ
し
め
ん
が
震
に

同
日
正
巴

ω『

zaと
し
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
移
民
と
包
含
す
る
統

計
を
作
成
し
て
居
る
。
先
に
闘
立
経
済
調
査
局
よ
り
米
関
商
務

省
内
外
商
務
局

2
5
2巳
。
『
『
。
三
官
自
己
巴
2
5
1庁
内
O
E
4

E
q円。

Z
F
o
d三
苫
品

mZZω

巴
告
白
押
E
2
向。『円い
Q
Eョ。
2
0
)

の
取
り
し
区
分
け
(
。
互
理
)
を
採
用
せ
ん
事
を
提
議
せ
ら
れ

し
際
、
著
者
は
此
の
直
分
け
が
専
ら
地
理
接
的

(
z
n
E
1
2
J

問。。
m
E司
E円
己

)

に
し
て
園
民
性
(
の
庄
司
自
主
唱
)
を
無
視
す
る
も

第
三
十
巻

第

f虎

一
一
八

五
四
八

の
'
と
し
て
排
斥
し
た
の
で
あ
る
が
認
に
於
て
著
者
は
倫
飴
り
に

同
一
理
開
学
的
令
。
。
刊
。
。
ち
・
〉
・
な
る
の
非
難
を
兆
一
れ
得
る
で
あ
ら
う

カミ。
六
、
職
業
の
直
分
に
就
て
は
著
者
は
之
を
六
に
分
つ

o
U農
業

は
工
業
及
鏑
業
川
運
搬
業
及
商
業
同
奉
公

2
2
3
2
;
9
2
5
)

及
一
般
努
倒
川
自
由
業
及
公
職
(
三
百
円

ω
2
2
2
)
釦
他
の
職

業
、
催
、
職
若
く
は
不
明
な
の
つ
恒

HET-423vo
仰
の
計
却
に
て

は
上
越
の
六
個
の
主
た
る
グ
ル
ー
プ
の
各
の
中
に
於
け
る
明
細

な
る
直
分
の
表
を
附
録
と
し
て
印
刷
す
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
限

ら
れ
た
る
余
白
へ
の
考
慮
(
共
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
打
た
れ

た
る
二
五
頁
を
要
し
た
と
い
ふ
O
)

主
戎
報
台
は
急
速
に
且
ル
l

ズ
に
集
め
ら
れ
た
る
矯
科
墜
的
慣
他
に
乏
し
と
の
確
信
よ
り
筆

者
は
断
然
此
の
計
制
を
放
捕
し
た
と
い
ふ
。
併
し
乍
ら
共
は
正

に
必
要
で
あ
り
有
用
で
あ
る
。
内
容
の
不
正
確
な
る
も
の
陀
就

て
は
一
々
之
を
指
摘
す
る
事
に
伎
て
発
表
せ
ら
る
可
き
で
あ
ら

ぅ，
Y

」
思
ふ
。

七
、
統
計
表
を
記
載
す
べ
き
紙
型
は
更
に
大
な
る
を
必
要
と



す
る
。

一
表
に
し
て
数
頁
に
亘
る
も
の
は
計
教
の
比
較
を
困
難

な
ら
し
め
る
。
統
計
表
の
配
列
に
就
て
も
尚
工
夫
を
要
ず
べ
き

結
あ
る
ペ
し
。

工、ノ

本
書
の
構
成
金
徳
よ
り
受
く
る
感
じ
は
倫

E
z
m
F
な
る

を
逃
れ
ぬ
。

以
上
は
統
計
墜
に
門
外
漢
友
る
私
の
寸
見
に
過
ぎ
し
左
い
。
統

計
開
申
者
統
計
専
門
家
の
限
よ
り
見
る
時
は
更
に
雑
多
の
依
陥
が

党
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
c

併
し
乍
ら
如
上
の
紙
陥
に
も
係
ら
す

本
書
は
一
千
に
垂
ん
と
す
る
統
計
去
を
包
含
し
、

政
暗
末
に
文
献

と
索
引
を
加
へ
、

統
計
の
出
庭
を
明
か
に
し

特
殊
の
計
敢
に

封
し
て
は
必
要
た
る
補
註
を
加
ふ
る
等
十
二
分
の
注
意
を
以
て

各
閣
移
民
の
概
観
を
奥
ふ
る
の
便
に
供
せ
し
は
筆
者
の
該
博
な

る
知
識
に
依
る
と
共
に
叉
共
の
捷
一
大
た
る
努
力
の
賜
物
で
あ
る

ル
」
言
は
ね
ば
た
ら
ぬ
o

内
容
の

E
確
さ
に
就
て
は
筆
者
自
ら
少

か
ら
ざ
る
自
信
を
有
し
、
例
へ
ば
日
本
及
ム
円
衆
園
に
闘
す
る
阪

り
に
於
て
は
従
来
愛
表
さ
れ
た
る
如
何
な
る
統
計
よ
り
も
正

確
で
あ
る
主
断
言
し
て
居
る
。
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m
E
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.. 
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MU)
加
ふ
る
忙
不
偏

不
設
の
立
場
K
在
り
て
偏
見
を
持
た
や
宣
偉
を
行
は
ざ
る
を

(
E
m
w
切円一
g
E
E口
出
口
品

-H阿戸町。ロ
5
-
B
E
E
R
-
昨
日
U
D
o
-
U
F
E山
M

阻
止
官
。
官
官
え
と
模
様
「
る
閣
芯
経
嫡
調
査
局
の
出
版
な
る

貼
に
於
て
一
一
盾
の
信
頼
を
掛
け
侍
る
か
と
思
ふ
。

倫
本
書
は

「
園
際
際
民
第
一
冊
統
計
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
居
る
庭
よ
り
見
て

今
後
備
移
民
史
移
民
論
等
庚
犬
な
る
研
究
の
企
闘
あ
る
を
思
は

し
め
る
。
腐
は
く
は
共
等
の
刊
行
と
相
使
っ
て
此
の
劃
期
的
出

版
が
園
家
の
動
き
を
共
の
金
悌
性
と
の
閥
聯
に
於
て
移
民
の

角
よ
り
把
握
せ
ん
と
す
る
吾
等
の
研
究
に
よ
り
多
く
の
光
を
奥

へ
る
で
あ
ら
う
日
の
到
来
せ
ん
こ
と
を
心
ひ
そ
か
に
祈
る
も
の

で
あ
る
。
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